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▸ 令和22年（2040年）頃に本格的に到来する人口減少社会を見据え、必要な行政サービスを維

持しつつ、新たに求められるニーズに対応していくため、デジタル技術を有効に活用すべき。

▸ 新型コロナウイルス感染症の対応において明らかとなったデジタル化の遅れに対する迅速な

対応が求められている。

背景

▸ デジタル社会の将来像、ＩＴ基本法の見直しの考え方及びデジタル庁の設置の考え方等に関

する国の方針である「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」を策定

▸ 基本方針を踏まえ、「デジタル・ガバメント実行計画」を改定し、マイナンバー制度及び国

と地方のデジタル基盤の抜本的な改善に向けた取組を進める国・地方デジタル化指針を盛り

込む。

▸ デジタル・ガバメント実行計画における自治体関連の各施策について、自治体が重点的に取

り組むべき事項・内容を具体化した「自治体ＤＸ推進計画」を策定

国の動向

〔R2/12〕

▸ 本市における官民データ活用及びＩＣＴの推進に関する取組方針について定める「姫路市官

民データ活用推進計画」（令和２年度～４年度）に基づき、デジタル化を進めてきたが、ス

ピーディーな変革が求められている。
本市の

状況

「姫路市官民データ活用推進計画」の推進力を高める戦略を策定し、デジタル化を加速

１ 戦略策定の背景と意義
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▸ 姫路市全体で共有するまちづくりの指針
▸ 目指す都市像「ともに生き ともに輝く にぎわい交流拠点都市 姫路」

姫路市総合計画「ふるさと・ひめじプラン2030」基本構想

Ｒ３年度 → Ｒ12年度

▸ 基本構想で示すまちづくりの方向性に基づき、市が取り組む
具体的な事業を効果的かつ着実に進めるための行動計画

姫路ライフ・デジタル戦略

ビジョン〔構想〕

姫路市総合計画「ふるさと・ひめじプラン2030」実施計画

Ｒ３ → Ｒ５ Ｒ６ → Ｒ８ Ｒ９ → Ｒ11 Ｒ12

ミッション〔目指す都市像を実現するための行動計画〕

デジタル分野の戦略

姫路市官民データ活用推進計画

デジタル分野の理念・基本方針

タスクフォースの提案 各局のデジタル事業

▸ この戦略は、本市の最上位計画である姫路市総合計画「ふるさと・ひめじプラン2030」に掲げるビジョン（構想）

及びミッション（目指す都市像を実現するための行動計画）に基づき、デジタル化の加速を図るもの

２ 戦略の概要 ― (1) 位置づけ
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▸ デジタル化・ＤＸに係る本市の現状と課題、これまでの取組の成果などを踏まえ、姫路市総合計画「ふるさと

・ひめじプラン2030」の最終年度である令和12年度（2030年度）における姫路市の姿を示し、その実現に向け

て、デジタル施策を戦略的に推進する。

▸ 市長をトップに全局長を構成員とする姫路市デジタル戦略本部を設置し、同本部において、デジタル化の重点

取組分野や課題解決型の短期戦略（タスク）等についての方針を決定する。

▸ デジタル戦略タスクフォースを設置し、本部指示に基づき、デジタルによる課題解決を実行する。

▸ 優先的・重点的に、短期・中期の課題解決を積み上げる。 ➡ 課題解決型の短期戦略

▸ 令和12年度（2030年度）の姿の実現に向け、象徴となる事業に取り組む。 ➡ 姫路版スマートシティ事業

▸ その他の事業についても、適宜、課題を見定め、必要な対策を講じる。

▸ 全庁的なデジタル化及びＤＸを推進するため、専門的知見を有する外部人材をデジタル・マネージャーとして

招聘し、事業担当部局に対する支援、助言等を行うとともに、職員の意識変革を促す。

▸ 政策局と総務局の連携により、階層別研修等において、デジタル化及びＤＸに関する研修を実施する。

① 本市全体のデジタル化及びＤＸの戦略的な推進

② 令和12年度（2030年度）に向けた事業の企画・立案及び推進

③ デジタル化及びＤＸに向けた本市職員の意識改革の推進

２ 戦略の概要 ― (2) 目的
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▸ 本戦略を駆使することで目指すべき令和12年度（2030年度）の本市の姿（将来像）を提示

本格的な人口減少社会の到来や、新型コロナウイルス感染症の教訓を踏まえた新しい生活様式への対応など、
現実空間が「疎」となっていく中、デジタル技術がまちづくりや生活の様々な場面に浸透し、多様な主体間の
連携・交流が「密」になり、誰もがくらし（ライフ）に満足し、自分らしい生活を送っている。

２ 戦略の概要 ― (3) 目指すべき将来像

令和12年度（2030年度）の姫路市の姿
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多様な人と地域をたいせつにし、都市全体の
生産性を高めるＩＣＴ・官民データ利活用

様々な分野へのデジタル浸透

令和12年度（2030年度）の姫路市の姿

優先的・重点的に短期間で取り組む
課題解決の積み上げ
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姫路市官民データ活用推進計画（R2～4年度） 姫路ライフ・デジタル戦略
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▸ 令和12年度（2030年度）の姿（将来像）を実現するための強固な土台の構築（様々な分野へのデジタルの浸透）に

向けて、「姫路市官民データ活用推進計画」の取組方針に基づき、短期的・中期的な課題解決を積み上げ

▸ その過程で、将来像の実現に向けて象徴となる事業（姫路版スマートシティ事業）を見定め、実施

理念・基本方針 推進力を高める戦略
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デジタル化を加速

２ 戦略の概要 ― (4) 課題解決型の短期戦略

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
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▸ 「行政事務」「市民サービス」及び「地域」の３つの視点から、課題解決に向けた取組、モニタリングと評価を積み

上げるスパイラル・アップ型のデジタル化を推進

▸ デジタル化の素地として、庁内のデジタル人材育成と意識改革に取り組むとともに、市民のデジタル・ディバイド対

策を進め、あらゆる人・分野にデジタル化を展開

３つの視点ごとに、課題解決に特化した

タスクフォース（ＴＦ）を設置

▸ 各視点におけるデジタル化の分野

から課題を絞り込み〔１ＴＦ当たり

２課題程度〕

▸ 目的・取組方針・対応期限の明確

化〔工程の提示、所要経費の作成〕

▸ 人的資源・財源の集中投下、組織

横断的な取組〔適正な職員配置、補

助金等の活用、関係部局間の連携〕

外部有識者の知見を活用

▸ デジタル・マネージャーの

支援〔工程検討等の支援、進

捗評価 等〕

▸ 姫路市官民データ活用推進

会議からの意見聴取

行政事務
の

デジタル化

市民サービス
の

デジタル化

地域
の

デジタル化

３つの視点推進方策 ① 推進方策 ②

庁内のデジタル人材育成、意識改革

市民のデジタル・ディバイド対策

２ 戦略の概要 ― (5) 推進方策

姫路版スマートシティ事業への展開

8
課題設定 ＴＦ設置 実施・モニタリング工程整理

ＴＦ組換 実施・モニタリング工程整理

課題解決のサイクル

新たな課題設定

評価

新たな課題設定

評価
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【 意見交換 】

市長若しくは副市長又は市長が指名する局長をトップ、

デジタル・マネージャーをアドバイザーとし、デジタル

による課題解決を提案

デジタル戦略タスクフォース企画指示

提案
報告

政策局長、デジタル情報室長、デジタル情報室主幹、各デジタル・マネージャーを構成員とする。

定期的（四半期１回程度）に開催し、デジタル化推進にかかる意見交換・協議を実施する。

デジタル戦略

定例会議

デジタル・マネージャー

構成員

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

構成員

▸ 市長を本部長とする姫路市デジタル戦略本部の指示のもと、調整又は提案を行う機関と、日常的な意見交換を

行う場をそれぞれ設け、デジタル化の実効性を確保

本市のデジタル戦略に関する意思決定機関

本部長 ：市長

副本部長：副市長

デジタル・マネージャー

議長 ：政策局長

構成員 ：局長・理事等

姫路市デジタル戦略本部

【タスクフォースの役割】

▸ 姫路市デジタル戦略本部が選定した課題に対して、その

解決に向けた工程を提示

▸ デジタルによる課題解決の方策を企画し、戦略本部に

提案・報告

２ 戦略の概要 ― (6) 推進体制

副市長、政策局長及び関係局長等により構成し、戦略本

部の決定方針に基づき、課題解決に向けた調整等を実施

デジタル戦略推進調整会議（デジタル調整会議）調整指示

報告
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▸ ヒアリング等により抽出した課題を難易度と創出価値に基づき絞り込み、デジタル化の分野ごとに、タスクフォース

の取組を選定

難易度と創出価値に基づき、課題を優先順位付け

３ 課題解決型短期施策（タスク）の実施モデル

■ 難易度 ■ 創出価値

➊ 解決すべき課題の重さ ➊ 他事業への応用・展開の可能性

➋ 複数部署・利害関係者等との調整 ➋ 行政経費の節減効果

➌ 当該事業の業務量 ➌ 市民・市内企業へのインパクト

視点 デジタル化の分野

行政事務 ワークスタイル改革 市役所のワークスタイル改革を加速させる分野

市民サービス
ＤＸによる市民サービスの

質向上

市役所のＤＸの取組により、市民サービスの質を

向上させる分野

地域 地域社会デジタル化
デジタル技術やデータの利活用により、地域の価値

と魅力の向上を図る分野

デジタル化の分野ごとに、タスクフォースの取組を選定

評
価

各局へのヒアリング等による課題の抽出
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４ 庁内のデジタル人材の育成・確保

デジタル人材育成・確保のイメージ

サーバ・NW
データ連携基盤

データ利活用
情報セキュリティ

働き方改革
庁内DX

地域社会デジタル化

学識・研究者
他自治体職員
ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ民間活用

（ｱｳﾄｿー ｼﾝｸ゙ ） 専門家等との
連携

人的ネット
ワークの形成

専門性や高度なスキル
が求められる分野では
外部人材の登用も検討

全職員に求められるスキル

国や他都市の動向

情報セキュリティ

ＩＴリテラシー

庁内育成人材

ＩＣＴ・デジタル化の技術的知識＋経験＋実績

国や民間等におけるデジタル化のトレンド／新技術に対する理解

サーバ・NW
データ連携基盤

マイナンバー
マイナンバーカード

データ利活用
情報セキュリティ

働き方改革
庁内ＤＸ

デジタル化の中軸となる人材に求められるスキル等

高度な技術力が必要なICTイ
ンフラ領域においては、アウ
トソース化を推進

マイナンバー
マイナンバーカード

デジタル施策をより効果的に推
進するため、多様な専門家等と

の連携が必要

広く職員の
ITリテラシーを向上

民間活用の
推進

デジタル化の中軸となる専門的な
知識と経験を有する人材を育成

▸ 国の「自治体ＤＸ全体手順書」（令和３年７月・総務省）や、本市の「官民データ活用推進計画」（令和２年

７月）を踏まえ、中長期的な視点に立って、民間活用や民間連携を図りながら、本市に適したデジタル人材の

育成・確保に取り組む必要がある。
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５ 姫路版スマートシティ事業の実施に向けた連携

▸ 企業、各種団体等を巻き込んだ連携の輪づくり

に取り組む。

▸ 企業や各種団体等を巻き込んだ課題解決の積み上げを進めながら、姫路版スマートシティ事業の実現を目指す。

スマートシ
ティ事業

事業化

① 自治体、企業、各種団体等の連携

② 実現の方向性

▸ 自治体、企業、各種団体等が連携し、知恵を出し合

いながら、課題解決のための実証実験等を実施する

ことにより、本市スマートシティ事業や企業等の新

たな事業展開に繋がる事業の実現を目指す。

国補助金等活用

実証実験

ＰｏＣ
(概念実証)

自治体

企画・提案

企業

企画・提案

各種団体等

企画・提案

連携
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